
吉
賀
町
の

人
口
・
世
帯
数

（
平
成

2
9
年

8
月

1
日
現
在
）

 
人
　
口
　
6
,
3
4
3
人
　
（
-
 
6
）

 
　
男
　
　
3
,
0
0
5
人
　
（
 
 
0
）

 
　
女
　
　
3
,
3
3
8
人
　
（
-
 
6
）

 
世
帯
数
　
3
,
1
9
4
世
帯

(
　
0
）

（
　

）
内
は
前
月
と
の
比
較
　

よ
し
か

広
報

２
０

１
７

年
（

平
成

２
９

年
）

９
月

号
・

№
１

４
３

島
根

県
消

防
操

法
大

会
第

３
分

団
初

優
勝

吉
賀

町
消

防
団

初
と

な
る

快
挙

達
成

（
関

連
記

事
２

～
３

頁
）
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第
３
分
団
初
優
勝
を
飾
る

　

第
61
回
島
根
県
消
防
操
法
大
会
が
７
月

30
日(

日)

大
田
市
の
大
田
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
、
県
内
の
各
地
か
ら
出
場
し
た

消
防
団
員
た
ち
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
競
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
ポ
ン
プ
車
と
小
型
ポ
ン
プ
の

２
部
門
が
あ
り
、
長
さ
20
メ
ー
ト
ル
の

ホ
ー
ス
３
本
を
つ
な
ぎ
、
放
水
で
標
的
を

落
と
す
ま
で
の
動
作
の
正
確
さ
と
ス
ピ
ー

ド
を
競
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
町
大
会
に
お
い
て
、
優
勝
し

た
第
３
分
団
（
ポ
ン
プ
車
の
部
）
、
第
７

分
団
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）
が
町
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
出
場
し
た
選
手
た

ち
は
町
大
会
の
練
習
も
含
め
何
ヶ
月
も
平

日
、
休
日
、
仕
事
終
わ
り
の
夜
間
、
益
田

広
域
消
防
職
員
の
指
導
の
も
と
技
術
を
磨

い
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
県
内
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

ポ
ン
プ
車
の
部
12
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
18
チ
ー
ム
の
精
鋭
が
出
場
、
我
が
吉

賀
町
消
防
団
も
猛
暑
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

中
で
の
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
第
３
分
団
が

み
ご
と
優
勝
し
、
昨
年
の
第
３
位
に
引
き

続
き
、
吉
賀
町
消
防
団
初
と
な
る
快
挙
と

な
り
ま
し
た
。
表
彰
式
で
優
勝
纏
（
ま
と

（
ポ
ン
プ
車
の
部
）
第
３
分
団

　

優
勝

　
　

指
揮
者
（
部
長
）　

田
原　

竜
也

　
　

一
番
員
（
部
長
）　

田
村　

真
一

　
　

二
番
員
（
団
員
）　

佐
々
木　

翔

　
　

三
番
員
（
班
長
）　

山
田　

直
人

　
　

四
番
員
（
班
長
）　

永
安　

誠

　
　

補
助
員
（
団
員
）　

坂
下　

恭
一

第
61
回

島
根
県
消
防
操
法
大
会

（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）
第
７
分
団

　

第
十
八
位

　
　

指
揮
者
（
団
員
）　

友
重　

弘
樹

　
　

一
番
員
（
団
員
）　

上
田　

浩
平

　
　

二
番
員
（
団
員
）　

村
上　

遼
太
郎

　
　

三
番
員
（
団
員
）　

村
上　

裕
之

　
　

補
助
員
（
団
員
）　

赤
松　

心

速報！

い
）
、
優
勝
旗
を
受
け
取
り
吉
賀
町

に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ

に
出
場
し
た
第
７
分
団
は
十
八
位
と

悔
し
い
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
選
手
の
皆
さ
ん

の
健
闘
を
心
よ
り
讃
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

優
勝
し
た
３
分
団
は
、
翌
日
31
日

に
町
長
に
優
勝
報
告
を
し
ま
し
た
。

報
告
の
中
で
選
手
は
大
会
の
様
子
、

優
勝
の
喜
び
、
こ
れ
か
ら
の
心
構
え

な
ど
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
吉
賀
町
消
防
団
は
、

町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

よ
り
い
っ
そ
う
の
訓
練
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。
皆
様
方
の
こ
れ
ま
で
以
上

の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

　

出
場
し
た
選
手
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

出発式の様子

入場行進の様子
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第６１回島根県消防操法大会

中谷町長へ報告

３分団１番員放水の様子

３分団ポンプ車乗車時の様子

７分団小型ポンプ開始３分団２番員放水の様子

７分団団員 ７分団指揮者と１番員

表彰の様子
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十
月
二
十
二
日
（
日
）
に
、
「
吉

賀
町
長
選
挙
」
と
「
吉
賀
町
議
会
議

員
一
般
選
挙
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
自
覚
あ
る
一
票
を
▲

　

あ
な
た
の
尊
い
一
票
が
、
今
後
の
町
政

の
方
向
と
将
来
を
き
め
ま
す
の
で
候
補
者

の
政
見
や
政
策
を
よ
く
見
極
め
、
わ
た
し

た
ち
の
代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
び
ま

し
ょ
う
。投

票
用
紙
は
二
種
類

間
違
え
な
い
よ
う
に

　

投
票
用
紙
を
取
り
違
え
た
り
、
書
き
方

を
間
違
え
た
り
す
る
と
、
無
効
に
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
町
長
選
挙
投
票
用
紙

　

（
白
色
の
紙
に
黒
色
刷
り
）

書
き
方
―
候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。

●
町
議
一
般
選
挙
投
票
用
紙

　

（
薄
黄
色
の
紙
に
黒
色
刷
り
）

書
き
方
―
候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。

投
票
で
き
る
人
は

　

投
票
日
（
十
月
二
十
二
日
）
に
お
い
て

十
八
歳
以
上
の
人
（
平
成
十
一
年
十
月

二
十
三
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

●
十
月
十
六
日
現
在
で
、
３
ヶ
月
以
上
居

住
し
て
い
る
人

投
票
時
間

　

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

　

た
だ
し
、
次
の
投
票
所
は
午
後
五
時
ま

で
と
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
十
一
投
票
区
（
金
山
谷
地
区
集
会
所
）

第
十
九
投
票
区
（
椛
谷
集
会
所
）

第
二
十
投
票
区
（
黒
渕
集
会
所
）

第
二
十
二
投
票
区
（
大
井
谷
集
会
所
）

第
二
十
五
投
票
区
（
上
木
部
集
会
所
）

※
投
票
所
入
場
券
に
、
投
票
所
及
び
投
票

時
間
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
第
十
一
投
票
区
は
投
票
所
が
変
更
と
な

り
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
第
十
一
投
票
区

（
変
更
前
）
旧
長
瀬
交
流
館

（
変
更
後
）
金
山
谷
地
区
集
会
所

大
切
な
一
票
を

　
　

無
駄
に
し
な
い
よ
う
に

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
買
い
物
な
ど

で
投
票
に
い
け
な
い
予
定
の
人
は
期
日
前

投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
間

　

十
月
十
八
日
（
水
）
か
ら

　
　
　
　
　

十
月
二
十
一
日
（
土
）
ま
で

●
時
間　

　

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で

●
場
所　

　

合
併
前
の
六
日
市
町
区
域
の
選
挙
人

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
賀
町
役
場
本
庁
舎

　

合
併
前
の
柿
木
村
区
域
の
選
挙
人

　
　
　
　
　
　
　

吉
賀
町
ふ
れ
あ
い
会
館

期
日
前
投
票
と
は
？

　

選
挙
人
が
、
選
挙
の
当
日
次
に
掲
げ
る

期
日
前
投
票
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
見
込
ま
れ
る
人
が
行
う
も
の
で
、
投

票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

（
一
号
事
由
）

　

区
域
を
問
わ
ず
、
職
務
若
し
く
は
業
務

又
は
結
婚
式
の
当
事
者
、
葬
式
の
喪
主
等

冠
婚
葬
祭
の
主
宰
を
す
る
者
、
そ
の
者
の

親
族
そ
の
他
社
会
通
念
上
こ
れ
ら
に
準
ず

る
地
位
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
当
該

　

前
記
の
事
由
に
該
当
す
る
人
で
事
前
に

期
日
前
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

決
め
ら
れ
た
期
日
前
投
票
所
に
行
き
、
期

日
前
投
票
を
す
る
宣
誓
書
に
記
入
し
提
出

し
て
、
投
票
用
紙
を
受
け
、
期
日
前
投
票

所
に
お
い
て
記
載
の
う
え
直
接
投
票
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
の
し
か
た

政治家から有権者への寄付は

受け取らない！
吉賀町長選挙

吉賀町議会議員一般選挙

（
平
成
二
十
九
年
七
月
十
六
日
以
前
に
住

民
票
が
作
ら
れ
て
い
る
人
）

●
な
お
、
前
記
の
要
件
に
当
て
は
ま
っ
て

い
て
も
、
公
民
権
を
停
止
さ
れ
て
い
る
人

は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

告　

示　

日

平
成
二
十
九
年
十
月
十
七
日
（
火
）

立
候
補
届
出
期
間

平
成
二
十
九
年
十
月
十
七
日
（
火
）

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

冠
婚
葬
祭
に
お
い
て
行
う
べ
き
用
務
に
従

事
す
る
こ
と
。

（
二
号
事
由
）

　

一
号
事
由
以
外
の
用
務
又
は
事
故
の
た

め
そ
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行

又
は
滞
在
す
る
こ
と
。

（
三
号
事
由
）

　

選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
老
衰
、

身
体
の
障
が
い
、
も
し
く
は
産
褥
に
あ
る

た
め
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
。

（
四
号
事
由
）

　

選
挙
人
が
交
通
至
難
の
島
、
そ
の
他
の

地
で
総
務
省
令
で
定
め
る
地
域
に
居
住
し

て
い
る
こ
と
ま
た
は
、
そ
の
地
域
に
滞
在

を
す
る
こ
と
。

（
五
号
事
由
）

　

そ
の
属
す
る
投
票
区
の
あ
る
市
町
村
の

区
域
外
の
住
所
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

（
六
号
事
由
）

　

天
災
又
は
悪
天
候
に
よ
り
投
票
所
に
到

達
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
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①
期
日
前
投
票
日
当
日
十
八
歳
に
到
達
し

て
い
な
い
人
で
十
月
二
十
二
日
ま
で
に

十
八
歳
に
到
達
す
る
人
は
、
従
来
の
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
町
外
に
滞
在
の
人
は
直
接
又
は
郵
便

で
、
不
在
者
投
票
を
し
た
い
旨
を
宣
誓
し

て
、
不
在
者
投
票
用
封
筒
及
び
投
票
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

吉
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
こ
れ
を

受
け
付
け
て
不
在
者
投
票
証
明
書
と
不
在

者
投
票
用
封
筒
、
投
票
用
紙
を
本
人
あ
て

に
送
り
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
取
っ
た
人
は
、
不
在
者
投
票

証
明
書
の
封
筒
を
開
け
ず
に
全
部
を
持
っ

て
、
滞
在
中
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
行
き
、
不
在
者
投
票
証
明
書
を
封
の

ま
ま
提
出
し
て
、
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
の
指
示
に
従
っ
て
投
票
し
ま
す
。

　

投
票
は
、
そ
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
吉
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
あ
て
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

③
病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人
は
、
そ
の
病

院
な
ど
が
不
在
者
投
票
施
設
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
病
院
長
等
が

不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
っ
て
投
票
用
紙

な
ど
を
代
理
で
請
求
し
、
病
院
で
不
在
者

投
票
を
し
て
吉
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
に

不
在
者
投
票
の
対
象
者

重
度
障
が
い
者
等
の
た
め
の

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
、

自
宅
で
投
票
が
で
き
る
「
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
（
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
）
を
持
ち
、
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動

機
能
障
害
で
一
～
二
級
の
人
ま
た
は
、
心

みんなで守ろう「三ない運動」政治家は有権者に寄付を

贈らない！
有権者は政治家に寄付を

求めない！

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
病
院
等
で
な
い
場
合
は
本

人
が
直
接
請
求
し
て
、
②
と
同
じ
よ
う
に

病
院
の
あ
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

へ
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
町
外
に
滞
在
の
人
は
直
接
又
は
郵
便

で
、
不
在
者
投
票
を
し
た
い
旨
を
宣
誓
し

て
、
不
在
者
投
票
用
封
筒
及
び
投
票
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

吉
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
こ
れ
を

受
け
付
け
て
不
在
者
投
票
証
明
書
と
不
在

者
投
票
用
封
筒
、
投
票
用
紙
を
本
人
あ
て

に
送
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
取
っ
た
人
は
、
不
在
者
投

票
証
明
書
の
封
筒
を
開
け
ず
に
全
部
を

持
っ
て
、
滞
在
中
の
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
行
き
、
不
在
者
投
票
証
明
書
を

封
の
ま
ま
提
出
し
て
、
市
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
の
指
示
に
従
っ
て
投
票
し
ま
す
。

臓
、
じ
ん
臓
、
肝
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
、
免
疫
機
能
の
障
害
で

一
～
三
級
の
障
害
の
人
。

○
介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
要
介
護
５
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

　

▼
投
票

　

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
、

ま
ず
選
挙
管
理
委
員
会
へ
手
帳
ま
た
は
介

護
保
険
被
保
険
者
証
を
添
え
て
「
郵
便
投

票
証
明
書
」
を
も
ら
う
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
投
票
用
紙
の
請
求
は
、
郵
便
投
票

証
明
書
を
添
え
て
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提

出
し
ま
す
。
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
投

票
日
前
四
日
（
今
回
の
選
挙
で
は
十
月

十
八
日
）
ま
で
に
請
求
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

請
求
手
続
き
が
済
む
と
、
投
票
用
紙
等

が
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
便
で
送
ら
れ

ま
す
。

　

投
票
用
紙
と
投
票
用
封
筒
が
郵
送
さ
れ

て
き
た
ら
、
自
宅
で
投
票
用
紙
に
「
候
補

者
の
氏
名
」
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
本
人

が
書
い
た
投
票
で
な
い
と
無
効
に
な
り
ま

す
。

（
代
理
記
載
制
度
の
対
象
者
を
除
く
。
）

　

そ
し
て
必
ず
郵
便
に
よ
っ
て
投
票
日
ま

で
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
必
着
す
る
よ

う
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

選
挙
運
動

●
有
権
者
は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
共
有

サ
ー
ビ
ス
、
動
画
中
継
な
ど
）
を
利
用
し

た
選
挙
運
動
が
可
能
で
す
が
、
電
子
メ
ー

ル
（
Ｓ
Ｍ
Ｔ
Ｐ
方
式
及
び
電
話
番
号
方
式
）

を
利
用
し
た
選
挙
運
動
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
候
補
者
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
及
び

電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が
可

能
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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吉賀町長選挙

吉賀町議会議員一般選挙

投 票 所 名【 施設名 】 投 票 時 間

第 １ 投票所【吉賀町役場本庁舎】 午前７時～午後６時

第 ２ 投票所【立河内地区集会所】 　 〃 　～午後６時

第 ３ 投票所【幸地地区集会所】 　 〃 　～午後６時

第 ４ 投票所【吉賀町商工会館】 　 〃 　～午後６時

第 ５ 投票所【仲の原集会所】 　 〃 　～午後６時

第 ６ 投票所【朝倉公民館】 　 〃 　～午後６時

第 ７ 投票所【なつめの里交流館】 　 〃 　～午後６時

第 ８ 投票所【九郎原地区集会所】 　 〃 　～午後６時

第 ９ 投票所【蔵木公民館】 　 〃 　～午後６時

第１０投票所【初見新田地区集会所】 　 〃 　～午後６時

第１１投票所【金山谷地区集会所】 　 〃 　～午後５時

第１２投票所【吉賀町林業総合センター】 　 〃 　～午後６時

第１３投票所【抜月地区集会所】 　 〃 　～午後６時

第１４投票所【七村地区集会所】 　 〃 　～午後６時

第１５投票所【下高尻地区集会所】 　 〃 　～午後６時

第１６投票所【上野原生活改善センター】 　 〃 　～午後６時

第１７投票所【吉賀町ふれあい会館】 　 〃 　～午後６時

第１８投票所【福川自治会館】　　 　 〃 　～午後６時

第１９投票所【椛谷集会所】　　　 　 〃 　～午後５時

第２０投票所【黒渕集会所】　　　 　 〃 　～午後５時

第２１投票所【白谷自治会館】　　 　 〃 　～午後６時

第２２投票所【大井谷集会所】　　 　 〃 　～午後５時

第２３投票所【下須自治会館】　 　 〃 　～午後６時

第２４投票所【木部谷・大野原自治会館】 　 〃 　～午後６時

第２５投票所【上木部集会所】 　　 　 〃 　～午後５時

( 注意 )

第１１投票所は今回の選挙から投票場所が変更となりますのでお間違えのないようご注意く

ださい。

◎第１１投票所

（変更前）旧長瀬交流館

（変更後）金山谷地区集会所

【開票所】

　場所　吉賀町六日市６４８番地　吉賀町六日市基幹集落センター
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お知らせ

島根県消費者センター　子どもサポート情報

歯ブラシを口にくわえてソファに座っていたが、前のめりに転落し歯ブラシが刺さった。親が

歯ブラシを抜き、歯医者に行ったが、その後、発熱し首に腫れもあったので、別の病院を受診

したところ入院となった。（当事者：１歳） 

消費生活相談窓口：

島根県消費者センター

Tel:0852-22-5103 Fax:0852-32-5918 

E-Mail:syohisen@pref.shimane.lg.jp

石見地区相談室　0856-23-3657

役場税務住民課 　　　77-1113

子どものまわりにある、

　　さまざまな危険をお知らせする

トラブル相談は

消費者ホットライン

お近くの消費生活相談窓口に繋がります

～事例１～

• 歯磨き中に歯ブラシをくわえたまま転倒し、のどを突くなどしてけがをし

たという事故が報告されており、特に、1 歳から 3 歳頃の子どもに多く見ら

れます。 

• 歯磨き中は保護者がそばで見守り、床など安定したところに座らせて行い

ましょう。 

• 歯ブラシを口に入れたり、手に持ったまま歩かせたりしないようにしましょ

う。 

• 子ども用歯ブラシは、のど突き防止カバーなどの安全対策を施したものを

選ぶようにしましょう。

歯磨き中

　のど突き事故などに気をつけて

歯ブラシをくわえて走っていたところ転倒し、歯ブラシがのどに突き刺さり、口の奥から出血

した。血は自然に止まったが、発熱し、元気がないため救急外来を受診し、８日間入院した。（当

事者：4歳）

～事例２～

ひとことアドバイス
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お知らせ

地域の見守り等に関する協定を締結

　８月１日、中谷町長と、六日市郵便局の狩山局長による調印式

が行われ、吉賀町と、吉賀町内の郵便局及び益田郵便局において、

地域の見守り等に関する協定が締結されました。

　郵便局の業務中に、高齢者や子どもをはじめ、町民の何らかの

異変に気付いた場合や、道路の異常の発見、不法投棄が疑われる

廃棄物等を発見した場合に、町の担当課に連絡するというもので

す。

　町と郵便局の連携により、町民や施設の異常等に対する迅速な

対応が期待されるところです。
狩山局長（左）と中谷町長（右）

しまね起業家スクール（西部地区）　参加者募集

　島根県内における起業の機運を醸成し、起業家を育成することにより、地域経済の活性化を目的

にしまね起業家スクールを開催します。

　講義を通じて自身の夢を叶えるために、小さくても骨太な会社創りの方法を学び、創業を実現す

るためのスキルと知識を習得し、マインドを育成することを目指します。

実施期間

平成２９年１０月６日～平成３０年１月末

開催場所

サンマリン浜田、島根県信用保証協会　他

開催回数

１１回（３０時間）月に３回程度

開催時間

平日夜　１９：００～２１：３０

対象者

創業、起業予定者、第２創業検討者、創業、起業間もない事業者など（大学生在学中の方も OK。

全世代の方々対象です。在職中の方、シニア世代の方のご参加も大歓迎）

定員

２０名

金額

１０，０００円

（通しでこの金額です。すべての講座のテキ

スト代を含みます）
申込締切

９月２９日（金）

問い合わせ

株式会社 Woman’s( お問い合わせは、E-mail でお願いします。)　

☎：０８５６－２２－８６０５

E-mail : info@womans.co.jp

  ホームページ　http://www.womans.co.jp/

※チラシは、弊社ホームページ、市町村役場（大田以西）、ハローワーク、ふるさと

島根定住財団、しまね産業振興財団、商工会議所等の機関に 8月以降配布予定です。
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お知らせ

計量器の定期検査のお知らせ

　計量法に基づき、取引又は証明に使用するはかりは２年に１度の定期検査が義務付けられており、

今年はその定期検査の年にあたります。次に該当される方はこの機会に検査を受けていただきます

よう、よろしくお願いします。

検査を受検すべき者

　計量器を使用して取引又は証明をする者

取引

　肉あるいは野菜などの商品を

計量して販売するとき，輸送す

る貨物の重量により運賃を受け

取る場合など。※農産物の出荷

などにはかりを使用している生

産者、商品表示に内容量（ｇ，

ｋｇ等）を記載している製造者

等々も対象になります。

証明とは

　学校で児童・生徒の体重を

量って記録をとる場合，病院等

で患者の体重を計って診断書に

記録する場合。

日程

検査日 時間 場所

９月５日（火）

9：30 ～ 12：00
13：00 ～ 14：30

吉賀町ふれあい会館

15：00 ～ 16：30 林業総合センター

９月６日（水）

9：30 ～ 10：30 広尾地区集会所

 11：00 ～ 12：00 蔵木公民館

13：30 ～ 15：30 吉賀町役場本庁舎

９月７日（木） 9：30 ～ 10：30 吉賀町役場本庁舎

問い合わせ先

吉賀町役場　産業課　　☎　７９－２２１３

※検査当日は、手数料と印鑑が必要です。

野焼きは法律で禁止されています

野焼きとは？

　「野焼き」には、地面で直接焼却を行う場合だけでなく、ドラム缶、ブロックでの囲い、素掘りの穴、

古い焼却炉等での焼却があります。一般家庭での焼却行為は、ほとんど該当するものと考えられま

す。これらの焼却は、「廃棄物の処理および清掃に関する法律」第１６条の２で原則禁止されてい

ます。（平成１３年４月１日より施行）

例外的に認められる場合は？

▲風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却

（例　どんと焼き等の地域の行事における「しめなわ」「門松」、や「塔婆」等の供養焼却など）

▲農業、林業または漁業を営むためやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却

（例　農業者が行う草や稲わら等の焼却、林業者が行う地ごしらえ、伐採した枝等の焼却）

▲たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの

（例　暖をとるためのたき火、キャンプファイヤー等）

▲「軽微な焼却」とは、煙の量や、臭い等が周辺の方々に迷惑をかけることのない少量の焼却のこ

とです。プラスチック、ビニール、発泡スチロール等の焼却は、「軽微な焼却」とは認められません。

違反しますと指導を行う場合があります。

罰則はあるのですか？

「廃棄物の処理および清掃に関する法律第 25 条第 1 項第 15 号」平成 16 年 5 月 18 日施行で、5 年

以下の懲役、または 1000 万円以下の罰金（またはこの併科）が課せられることがあります。

問い合わせ先

吉賀町役場　税務住民課　☎　７７－１１１３
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子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぴ
よ
ぴ
よ
便
り

　

皆
様
、
児
童
憲
章
を
読
ん
だ

　

こ
の
児
童
憲
章
を
子
育
て
情
報
の
最
初
の

記
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
吉
賀
町
に
お
住

ま
い
の
全
て
の
皆
様
が
、
ど
の
よ
う
に
子
ど

も
と
接
す
れ
ば
よ
い
の
か
迷
っ
た
と
き
の
、

ま
た
、
今
は
ま
だ
力
弱
い
存
在
で
あ
る
子
ど

も
達
へ
見
せ
る
後
姿
の
指
針
と
な
れ
ば
と
、

毎
月
少
し
ず
つ
掲
載
い
た
し
ま
す
。
今
月
は

児
童
憲
章
前
文
で
す
。
「
子
ど
も
の
最
善
の
利

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
今
日
は
子
育
て
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
森
田
の
話
に
少
し
だ
け
耳
（
目
？
）

を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
憲
章
は
、
憲
法
、
教
育
基
本
法
、
児
童
福

祉
法
、
少
年
法
、
労
働
基
準
法
等
の
子
ど
も
の
権

利
に
関
す
る
規
定
を
持
つ
法
令
の
内
容
を
具
体
的

に
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

日
本
国
憲
法
に
謳う

た

わ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
、

子
ど
も
も
持
っ
て
い
る
と
宣
言
し
、
国
民
の
意
識

を
啓
発
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
児

童
憲
章
は
、
国
連
の
児
童
権
利
宣
言
（
１
９
５
９

年
）
よ
り
も
前
に
作
成
さ
れ
、
全
て
の
児
童
の
幸

福
を
は
か
り
、
そ
の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
が
最

終
目
標
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
わ
が
国
が
世

界
に
誇
る
こ
と
が
で
き
る
美
し
い
憲
章
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
学
習
す
る
権
利
、
成
長
発
達
の
保
障

と
い
う
観
点
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
こ
の
児
童

憲
章
は
、
平
易
で
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
、
教
育

と
福
祉
が
一
体
で
あ
り
、
分
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
関
係
に
あ
る
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

　

遠
い
昔
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
18
歳
で
こ

の
児
童
憲
章
に
出
会
い
、
こ
の
憲
章
の
精
神
を
一

生
忘
れ
ま
い
と
思
い
、
今
日
ま
で
生
き
て
参
り
ま

し
た
。

益
」
が
実
現
さ
れ
る
社
会

を
目
指
す
た
め
に
設
立
さ

れ
た
『
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
よ
ぴ

よ
』
の
心
が
少
し
で
も
皆

様
に
伝
わ
り
ま
す
よ
う
に

と
願
っ
て
い
ま
す
。

吉
賀
町
子
ど
も
・

　

子
育
て
支
援
事
業
の
ご
紹
介

　

子
ど
も
の
学
校
の
こ
と
は
文
部
科
学

省
、
子
ど
も
の
福
祉
の
こ
と
は
厚
生
労
働

省
と
ば
か
り
思
い
が
ち
で
す
が
、
実
は
内

閣
府
に
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
子
ど

も
・
子
育
て
本
部
を
検
索
す
る
と
、
子
ど

も
・
子
育
て
本
部
が
何
を
し
て
い
る
の
か

良
く
わ
か
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
の
一

つ
、『
み
ん
な
が
、
子
育
て
し
や
す
い
国
へ
。

す
く
す
く
ジ
ャ
パ
ン
！
』
と
い
う
小
冊
子

に
は
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
町
内
の
皆
様
に
吉
賀
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
で
行
わ
れ
て

い
る
子
ど
も
の
た
め
の
保
育
、
支
援
事
業
、

ま
た
そ
れ
ら
事
業
と
連
携
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
関
係
各
所
に
つ
い
て
の
ご
紹
介
を

進
め
る
予
定
で
す
。

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
）

　

さ
て
、
最
初
の
吉
賀
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
の
ご
紹
介
は
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
す
。

　

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
『
す
く
す
く
ジ
ャ

パ
ン
！
』
の
中
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
分

野
の
お
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
「
子
育

て
支
援
員
」
の
認
定
が
必
要
だ
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
吉
賀
町
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
先
生
方
も
順
次
こ
の

「
子
育
て
支
援
員
研
修
」
を
受
講
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
国
で
定
め
た
「
基
本
研
修
」

及
び
「
専
門
研
修
」
を
終
了
し
、
必
要
な

知
識
や
技
術
等
を
習
得
し
た
と
認
め
ら
れ

る
と
「
子
育
て
支
援
員
研
修
修
了
証
書
」

森
田　

美
穂
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の
交
付
を
受
け
、
全
国
で
通
用
す
る
「
子
育
て
支

援
員
」
の
認
定
者
と
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
こ
の
研
修
を
受
講
さ
れ
た
、

あ
る
吉
賀
町
内
の
支
援
員
さ
ん
か
ら
講
義
で
心
に

残
っ
た
お
話
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
子
育
て
支
援
員
研
修
で
は
、
同
じ
仕
事
を
し

て
い
る
町
外
の
先
生
方
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
で
は

先
生
の
言
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
行
動
す
る

子
ど
も
達
が
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
来
る
と
大

暴
れ
し
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
悩
み
を
ど
の
よ

う
に
解
決
し
た
の
か
を
講
義
の
中
で
お
聞
き
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員

さ
ん
と
小
学
校
の
先
生
方
と
会
議
を
し
、
小
学
校

で
Ａ
Ｂ
Ｃ
ル
ー
ル
の
徹
底
を
し
て
も
ら
っ
た
の
だ

そ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
達
に
と
て
も
良

い
変
化
が
あ
り
、
大
暴
れ
の
問
題
が
解
決
し
た
の

だ
そ
う
で
す
。
問
題
解
決
法
と
Ａ
Ｂ
Ｃ

ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
と
て
も
心
に
残
り
ま

し
た
。
」
子
ど
も
を
思
う
大
人
た
ち
が
連

携
し
て
問
題
を
解
決
し
、
子
ど
も
達
の
最

善
の
利
益
が
守
ら
れ
て
い
く
。
聞
い
て
い

る
私
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
他
の
支
援
員
さ
ん
か
ら
、

「
子
ど
も
が
小
学
生
の
時
期
は
、
本
当
に

短
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
支
援
員
で
あ
る
私
た
ち
が
宿
題

や
お
や
つ
の
お
世
話
を
し
ま
す
の
で
、
子

ど
も
さ
ん
が
家
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
た
く

さ
ん
の
時
間
を
子
ど
も
さ
ん
と
の
か
か
わ

り
の
時
間
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
お
話
を
聞
い
て
、
一
緒
に
笑
っ
て
ほ

し
い
の
で
す
。
私
は
、
そ
の
た
め
に
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
と
っ
て
も
素
敵

な
お
話
を
聞
き
し
ま
し
た
。

用
や
、
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
他

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
地
域
の
公
民
館

と
連
携
し
て
、
子
ど
も
達
に
有
意
義
な
夏

の
時
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

暑
い
夏
休

み
。
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ

の
支
援
員
さ

ん
は
、
子
ど

も
達
の
た
め

に
楽
し
い
企

画
を
た
く
さ

ん
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
地

域
の
施
設
利

子どもイベント

掲示板

　

赤
十
字
・
い
の
ち
の
献
血
俳
句
コ

ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
応
募
期
間
は
10
月
13
日
（
金
）

ま
で
。
詳
し
い
募
集
要
項
は
『
ぴ
よ

ぴ
よ
』
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
７
７-

１
１
６
５
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保健福祉だより

健康コーナー
このコーナーでは様々な健康に関する情報をお伝えします。 自身の生活習

慣の見直しと実践に役立ててもらえればと思います。

今回は「がん」についてご紹介します。

　日本人の死因の第１位はがんとなっています。国民の３人に１人の死因となっており、

がんは国民病の一つになりました。

　しかし、がんは生活習慣の見直し等により予防できることもわかってきました。適切

な予防と検診により、がんで亡くなることの多くは防ぐことができるとも言われていま

す。

　がんは怖い病気ですが、自分自身の努力により、予防可能な、治癒が可能な余地のあ

る病気です

あなたのライフ

スタイルをチェック

今日からチェンジ！

　１条　たばこは吸わない

　２条　他人のたばこの煙をできるだけ避ける

　３条　お酒はほどほどに

　４条　バランスのとれた食生活を

　５条　塩辛い食品は控えめに

　６条　野菜や果物は不足にならないように

　７条　適度に運動

　８条　適切な体重維持

　９条　ウイルスや細菌の感染予防と治療

１０条　定期的ながん検診を

１１条　身体の異常に気づいたら、

　　　　　　　　　　　　　　すぐに受診を

１２条　正しいがん情報で

　　　　　　　　　　がんを知ることから

がんを防ぐための新１２か条

公益財団法人がん研究振興財団より抜粋
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グラントワ
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今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

昼
と
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
秋
分
。
そ
れ

を
過
ぎ
る
と
日
に
日
に
夜
が
長
く
な
っ
て
く

る
。
昔
の
人
は
そ
れ
を
「
秋
の
夜
長｣

と
い
い
、

風
流
に
楽
し
ん
で
い
た
・
…
。
最
近
は
ま
だ
ま

だ
暑
い
日
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
体
調
管
理
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。
秋
の
彼
岸
の
お
は
ぎ
に
お

月
見
の
団
子
。
秋
が
深
ま
る
と
栗
の
お
菓
子
に

り
ん
ご
や
柿
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
素
材
に
し
た
お

菓
子
…
。
秋
は
お
菓
子
が
つ
き
も
の
の
行
事
も

黒
冷
水　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
田
圭
介　
　
　

河
出
書
房
新
社　

蛇
行
す
る
月　
　
　
　
　
　
　

桜
木
紫
乃　
　
　

双
葉
社　

み
か
づ
き　
　
　
　
　
　
　
　

森　

絵
都　
　
　

集
英
社

二
分
間
の
冒
険　
　
　
　
　

 
 

岡
田　

淳　
　
　

偕
成
社

霧
の
む
こ
う
の
ふ
し
ぎ
な
町　

柏
葉
幸
子　
　
　

講
談
社

か
が
み
の
え
ほ
ん
き
ょ
う
の
お
や
つ
は　

わ
た
な
べ
ち
な
つ　

福
音
館
書
店

目
白
押
し
。
行
事
も
お
菓
子
も
し
っ
か
り
味
わ
っ
て
実
り
の
秋
を
全

身
で
感
じ
た
い
も
の
で
す

【
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
】

　

町
内
の
文
化
財
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
８
月
は
「
五
郎
丸
城
跡
」
「
政
国

公
園
」
「
立
戸
八
幡
宮
の
温
壺
等
」
な
ど

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
９
月
は
、
「
旧
道

面
屋
敷
」
「
朝
倉
の
那
智
神
社
」
「
田
丸
の

山
祇
神
社
」
「
抜
月
の
石
積
古
墳
」
「
唐
人

焼
窯
跡
」で
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
古
本
ご
寄
贈
の
お
願
い
】

　

今
年
も
恒
例
の
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

フ
ェ
ア
ー
を
秋
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
皆
様
に
古
本
市
に
並
べ
る
図
書
の

ご
寄
贈
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
い
た
だ

き
ま
す
図
書
は
、
小
説
な
ど
の
単
行
本
、

文
庫
本
、
児
童
図
書
、
絵
本
、コ
ミ
ッ
ク
（
マ

ン
ガ
）
な
ど
で
す
。
た
だ
し
、
雑
誌
は
ご

遠
慮
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
電

話
か
直
接
窓
口
で
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

図書館だより

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
※平日の開館時間が変更となっています
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

　
吉賀町立図書館

 [ ９月のみたい号巡回日 ]
七光・朝倉・双葉保育所　　　　　　　　２８日
柿木・木部谷・六日市保育所　　　　　　２９日
柿木小学校　　５・２０日　柿木中学校　２０日
蔵木小学校　　５・２０日　蔵木中学校　２０日
七日市小学校　７・２１日　吉賀中学校　２１日
朝倉小学校　　８・２２日　六日市小学校１４日
＊都合により日程変更の場合があります。
[図書館の休館日 ]
毎月曜日と祝日は休館です。
９月２７日（水）図書整理休館日です。
[図書返却について ]
柿木、七日市、朝倉、蔵木地区の公民館
[お知らせ ]
９月は、島根県立図書館の本を入れ替えますので、
どうぞご覧ください。
開館時間　９：００～１７：００
電話　７７－１８５０
島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

　　《図書館利用状況７月》

　●貸出総数　４，３５０冊

　●貸出人数　　 ６３０人

　●来館者数　１，０５３人

　《ベスト・リーダー！７月》

「胡蝶殺し」 　　　　　　　　　　 近藤　史恵　著

「犬の報酬」　　　　　　　　　　　堂場　瞬一　著

「敵の名は、宮本武蔵」　　　　　　木下　昌輝　著

「物件探偵」　　　　　　　　　　　乾　くるみ　著

「その調理、９割の栄養捨ててます！」

　　　　　　　　　　　　　　　　世界文化社　刊

島
根
県
立
図
書
館
の
本
の
紹
介

暗
雲　

上
・
下　
　
　
　
　
　
　

生
島
治
郎　
　
　
　
　
　
　

小
学
館

生
き
上
手
は
老
い
上
手　
　
　
　

樋
口
恵
子　
　
　
　
　
　
　

海
竜
社

エ
ン
ピ
ツ
は
魔
法
の
杖　
　
　
　

サ
ム
・
ス
ウ
ォ
ー
プ　
　

あ
す
な
ろ
書
房

ち
ょ
こ
っ
と
あ
そ
び
１
０
０　
　

キ
ッ
ズ
ス
マ
イ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー　

メ
イ
ト

ポ
リ
テ
ィ
コ
ン　

上
・
下　
　
　

桐
野
夏
生　
　
　
　
　
　
　

文
藝
春
秋

時
間
の
な
い
国
で　

上
・
下　
　

ケ
イ
ト
・
ト
ン
プ
ソ
ン　
　

東
京
創
元
社

お
し
え
て
お
し
え
て　
　
　
　
　

マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー　

講
談
社

１
０
５
人
の
す
て
き
な
し
ご
と　

カ
ー
ラ
・
カ
ス
キ
ン　
　

あ
す
な
ろ
書
房
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吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

６
月
か
ら
開
設
し
て
い
る
公
設
塾
「
よ

し
か
塾
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
は
、
今
年
度
、
高
校

三
年
生
の
希
望
者
を
対
象
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
公
設
塾
の
講
師
と

し
て
、
熊
谷
未
櫻
さ
ん
が
こ
の
度
、
着
任

さ
れ
ま
し
た
。
出
勤
初
日
に
は
、
中
谷
町

長
か
ら
「
吉
賀
高
校
の
学
力
向
上
に
尽
力

い
た
だ
き
た
い
」
と
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
熊
谷
さ
ん
は
「
生
徒
さ
ん
の
希

望
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
頑
張
り
ま

す
」
と
力
強
い
言
葉
を
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
さ
ん
は
、
公
設
塾
講
師
と
し
て
の

活
動
を
中
心
に
、
高
校
生
の
学
習
支
援
や

公
設
塾
に
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置講師熊谷未櫻さん（左）

　

島
根
県
と
島
根
県
歯
科
医
師
会
で
は
、

前
年
度
に
３
歳
児
歯
科
健
診
を
受
け
た
親

子
で
、
親
子
と
も
に
歯
や
口
の
健
康
状
態

が
よ
い
方
を
表
彰
す
る
「
親
と
子
の
良
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
３
歳
児
歯
科
健
診
を
受

け
た
５
５
１
９
人
の
中
か
ら
、
地
区
大

会
・
書
類
診
査
を
経
て
選
ば
れ
た
親
子
に

よ
る
最
終
診
査
が
６
月
８
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
榎え

の
も
と本

智
ち
え
こ

重
子
さ
ん
・

優う
た多

ち
ゃ
ん
親
子
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
！
歯
の
手
入
れ
に
つ
い
て
話
を
伺
う

と
、
毎
食
後
の
歯
み
が
き
・
仕
上
げ
磨
き

は
欠
か
さ
ず
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

親
と
子
の
よ
い
歯
の

　
　
　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル

榎
本
さ
ん
親
子
優
秀
賞
受
賞

　

７
月
28
日
に
吉
賀
高
校
の
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
会
は
、

県
外
・
町
外
生
徒
、
保
護
者
の
方
が
対
象

で
、
先
月
号
で
紹
介
し
た
し
ま
ね
留
学
の

イ
ベ
ン
ト
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
約
90
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
真
田
交
流
セ
ン
タ
ー
で
昼
食

会
＆
交
流
会
で
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
ス

タ
ー
ト
。
有
機
食
材
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

野
菜
カ
レ
ー
や
サ
ラ
ダ
を
食
べ
な
が
ら
、

参
加
者
同
士
や
現
役
高
校
生
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
舞
台
を
高
校

に
移
し
て
、
生
徒
会
主
催
の
学
校
紹
介
や

校
舎
・
部
活
動
見
学
を
し
ま
し
た
。
執
行

部
の
生
徒
さ
ん
の
想
い
が
伝
わ
り
、
会
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
参
加
者
が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
サ
ク
ラ
マ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

や
公
設
塾
の
見
学
、
部
活
動
体
験
等
を
行

い
ま
し
た
。
小
さ
な
町
の
小
さ
な
高
校
な

ら
で
は
の
温
か
い
お
も
て
な
し
で
参
加
者

第
１
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

の
皆
さ
ん
を
迎

え
る
こ
と
が
で

き
た
１
日
に
な

り
ま
し
た
。

高
校
の
魅
力
化

事
業
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
中

学
・
高
校
連
携

事
業
や
サ
ク
ラ

マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
幅
広

く
町
の
教
育
支

援
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
く
予
定

で
す
。

オープンスクール参加者

よしか塾ＮＥＸＴの様子

優秀賞を受賞された榎本さん親子

　

４
月
19
日
（
水
）
、
な
な
こ
う
保
育
所

に
真
田
地
区
田
丸
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ご
ん

ご
ん
じ
い
」
が
あ
そ
び
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
「
ご
ん
ご
ん
じ
い
」
は
、
「
し
つ
け
の

神
様
」
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を

見
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
「
ご
ん
ご
ん
じ
い
」

の
出
現
に
怖
が
る
子
や
、
「
か
わ
い
い
～
」

と
喜
ぶ
子
、
様
々
な
表
情
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ご
ん
ご
ん
じ
い
と
の
ふ
れ
あ
い
の
後

は
、
一
緒
に
写
真
撮
影
。
そ
し
て
、
最
後

に
は
、
ご
ん
ご
ん
じ
い
か
ら
お
菓
子
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
お
菓
子
の
詰

め
合
わ
せ
や
、
手
作
り
の
「
ご
ん
ご
ん
じ

い
ク
ッ
キ
ー
」
に
大
喜
び
！
！

　

〝
怖
い
存
在
〟
だ
と
思
っ
て
い
た
「
ご

ん
ご
ん
じ
い
」
の
可
愛
さ
と
優
し
さ
に
、

子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し

「
ご
ん
ご
ん
じ
い
」
が

　
　
　
　
　

や
っ
て
き
た
！

　
　
　

In
な
な
こ
う
保
育
所

た
。
帰
っ
た

あ
と
も
、「
ご

ん

ご

ん

じ

い
」
の
名
前

が
ず
っ
と
出

る
く
ら
い
気

に
い
っ
た
よ

う
で
す
。

ごんごんじいとふれあう幼児
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
寄
稿
》

　

つ
ば
め
の
巣
立
ち

　

河
野　

君
江

　

わ
が
家
に
四
年
ぶ
り
に
つ
ば
め
が
や
っ
て
来
た
。

　

五
月
中
旬
だ
っ
た
。
ま
だ
田
に
水
も
あ
た
ら
ず
、
か

わ
い
た
土
を
も
っ
て
来
て
い
た
。
「
ど
こ
か
ら
も
っ
て

く
る
の
だ
ろ
う
か
」
、
中
々
巣
が
出
来
ず
途
中
や
め
て

見
て
は
少
し
ず
つ
作
る
、
と
こ
ろ
が
田
ん
ぼ
に
水
が
あ

た
る
と
、
す
ば
や
く
巣
作
り
を
初
め
て
ま
だ
か
わ
か
ぬ

土
を
運
ん
で
よ
う
や
く
出
来
た
。
か
わ
か
な
い
か
ら
だ

ろ
う
か
、
一
二
日
立
っ
て
巣
の
中
に
入
っ
て
卵
を
あ
た

た
め
始
め
た
。
数
日
し
て
卵
の
か
ら
を
落
し
て
い
る
、

ど
う
か
無
事
に
と
願
い
な
が
ら
見
て
い
る
。

　

七
月
上
旬
に
な
る
と
二
羽
の
子
つ
ば
め
が
口
を
大
き

く
あ
け
て
親
の
エ
サ
を
待
っ
て
い
る
。
何
と
可
愛
い
ら

し
い
様
子
に
心
あ
た
た
ま
る
。
毎
日
を
ヘ
ビ
に
や
ら
れ

な
い
様
に
見
守
る
そ
れ
で
も
二
回
ヘ
ビ
が
来
た
。
突
然

の
つ
ば
め
の
声
、
主
人
出
て
見
る
と
ヘ
ビ
が
来
て
い
る
、

ヘ
ビ
に
は
す
ま
な
い
が
と
殺
生
す
る
ヘ
ビ
の
被
害
も
ど

う
や
ら
、
ま
ぬ
が
れ
て
す
く
す
く
育
ち
七
月
二
十
七
日

飛
び
立
っ
て
い
っ
た
。

　

寂
し
い
思
い
も
す
る
が
、
私
に
は
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
た
。
遠
く
で
つ
ば
め
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
あ
り
が

と
う
と
で
も
言
っ
て
い
る
様
に
も
聞
え
た
。

できごと・話題

　

８
月
２
日
～
４
日
の
３
日
間
、
松
江
運

動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
「
Ｒ
Ｓ
Ｋ
杯
全

国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
・

中
国
予
選
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
賀
町
テ
ニ
ス
連
盟
の
２
名
が
出
場
し
ま

し
た
。
島
根
県
大
会
を
優
勝
し
、
こ
の
中

国
大
会
第
１
シ
ー
ド
の
岩
本
晋
之
介
く
ん

（
六
中
２
年
）
が
１
セ
ッ
ト
も
落
と
さ
ず

優
勝
し
ま
し
た
。
河
内
優
和
く
ん
は
８
位

に
終
わ
り
ま
し
た
。
岩
本
く
ん
は
10
月
13

日
か
ら
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
す
。
全
国
優
勝
を
目
指
し
ま

す
。

中
国
大
会
優
勝（
13
歳
以
下
）

　
　
　
　
　
　

全
国
大
会
へ
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《
短
歌
》

黄
昏
れ
て
尚
鳴
き
つ
づ
く
ひ
ぐ
ら
し
の

　
　

声
哀
し
げ
に
哀
愁
を
そ
え　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

猛
暑
日
に
ひ
ぐ
ら
し
蝉
の
声
聞
き
て

　
　

夕
餉
の
仕
舞
う
今
日
も
ま
づ
ま
づ　
　

川
口　

敦
子

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
俳
句
》

硝
子
戸
を
拭
い
て
小
暑
の
老
女
か
な　
　
　

斎
藤
ツ
ル
子

紗
羅
の
花
回
り
道
し
て
今
一
度　
　
　
　
　

河
野　

由
希

隣
国
よ
り
火
の
粉
降
る
や
も
カ
ン
ナ
赤　
　

山
崎
美
智
子

猛
暑
日
の
暮
れ
て
用
な
き
長
電
話　
　
　
　

大
場　

博
明

落
暉
い
ま
映
ゆ
る
流
れ
や
河
と
ん
ぼ　
　
　

斎
藤
ル
リ
子

ワ
イ
パ
ー
の
激
し
く
な
り
ぬ
彼
方
は
虹　
　

村
田　

綾
美

岩
清
水
「
助
け
は
ん
ど
」
の
峡
の
里　
　
　

三
浦　

一
美

水
茎
に
師
の
息
遣
ひ
夜
の
秋　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

ちょうみんひろば
　

《
川
柳
》

こ
こ
ち
よ
い
リ
ズ
ム
の
い
び
き
子
守
り
う
た　

村
上　

毅

困
ら
せ
た
自
転
車
ね
だ
り
両
親
を　
　
　
　

大
庭　

寛

困
り
事
夢
で
消
し
た
い
寝
し
な
酒　
　
　
　

長
藤
忠
夫

ト
マ
ト
熟
れ
不
吉
の
カ
ラ
ス
困
り
も
の　
　

増
田
ム
ナ
コ

不
自
由
に
成
っ
て
世
を
見
る
目
が
困
り　
　

田
村　

民
子

雨
降
ら
ず
水
が
無
く
て
は
困
り
も
の　
　
　

安
永　

藤
子

空
梅
雨
で
困
る
農
地
で
水
を
待
つ　
　
　
　

岩
上　

武
史

わ
が
か
ら
だ
年
と
る
ご
と
に
困
り
も
の　
　

寺
戸
美
瑳
子

毎
日
が
あ
っ
と
云
う
間
に
す
ぎ
困
る　
　
　

斎
藤　

絹
子

知
ら
れ
て
は
困
る
文
章
は
部
下
の
せ
い　
　

澤　

三
智
代

困
り
ま
す
思
い
出
せ
な
い
人
の
名
が　
　
　

大
庭　

和
子

困
り
ま
す
苦
手
な
人
と
の
会
話
が
ね　
　
　

皆
田　

卓
宣

夏
野
菜
体
重
増
え
て
困
っ
た
な　
　
　
　
　

折
口　

篤
志

困
っ
た
ぞ
明
日
は
川
柳
ま
だ
詠
め
ず　
　
　

山
吹　

薫

風
呂
で
た
よ
パ
ン
ツ
で
う
ろ
う
ろ
困
り
ま
す　

折
口　

沙
羅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
７
月
届
出
）

　
　

上
田　

葉
久
（
は
く
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

晋
平
・
三
奈
子
さ
ん
の
子　

柿
木

　
　

大
庭　

遠
（
と
わ
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

一
通
・
詠
子
さ
ん
の
子　
　

六
日
市

　
　

鎌
倉　

結
希
（
ゆ
き
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

和
彦
・
亜
矢
さ
ん
の
子　
　

木
部
谷

　
　

村
田　

実
蕗
（
み
ぶ
き
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

一
登
・
絵
美
子
さ
ん
の
子　

注
連
川

　
　

矢
田　

咲
心
（
み
こ
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

卓
哉
・
悠
さ
ん
の
子　
　
　

柿
木

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
７
月
届
出
）

　
　

岡
崎　

羐
子　
　

さ
ん　

88
歳　
　
　

有
飯

　
　

山
内　

正
壽　
　

さ
ん　

75
歳　
　
　

福
川

　
　

中
岡　

高
久　
　

さ
ん　

81
歳　
　
　

柿
木

　
　

桑
原　

葉
子　
　

さ
ん　

84
歳　
　
　

蔵
木

　
　

齋
藤　

洋
子　
　

さ
ん　

86
歳　
　
　

六
日
市

　
　

三
浦　

末
義　
　

さ
ん　

101
歳　
　
　

下
須

　
　

大
庭　

紀
文　
　

さ
ん　

60
歳　
　
　

田
野
原

　
　

永
見　

笑
子　
　

さ
ん　

67
歳　
　
　

抜
月

　
　
　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

収
入
済
額　

⇓　

支
出
済
額

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
よ
し
か
８
月
号
№
１
４
２
の
中
で
一
部
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
９
頁　

平
成
28
年
度
財
政
状
況
報
告　

一
般
会
計　

歳
出
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●ＣＡＴＶ情報ネッ

　トしまね 9月号

6 ：00 

●ニュースサンネット

6：00 

●第２２回キンニャ

モニャ祭り ～踊れ！

海士の夏の祭典～  

ダイジェスト

6：00  

●グラントワチャン

　ネル 9月号

6 ：00 

●ニュースサンネット

6：00 

●隠岐★ドキ！ 
　あまチャンネル 
　vol.18 
7：00 
●ちょい旅きぶん 
　8月号

6：00  

●ニュースサン　

　 ネット 月間総集

　 編8月放送分

6 ：00  

●さんべ発サヒメル

　navi 8月号 

7：00 

●元気な田舎へ　

　Go！

6 ：00 

●LOOKING FOR 

　アクアス8月号 

7：00 

●釣り天国！石見 

　8月号

日 土金木月 水火

6 ：00 

●ニュースサンネット

2

6 ：00  

●NHKエンタープ

　ライズ制作番組

1

6 ：00 

●ニュースサンネット

9

6 ：00  

●ＣＡＴＶ情報ネッ

　トしまね 8月号

8

6 ：00  

●NHKエンタープ

　ライズ制作番組

7

10 ・15・20～ 

石見神楽左鐙社中

７０周年記念神楽

大会 

6

6：00 

●生保業界の風雲

　児・出口治明氏 
　隠岐で語る！

5

6：00  

●ニュースサン　

　 ネット 月間総集

　 編8月放送分

4

6 ：00 

●ニュースサンネット

3

6 ：00 

●ニュースサンネット

16

6：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　場～ 【総集編】

15

6：00 

●ますますおいしい 

　9月放送分 

7：00

●うらうらとゆく 

　第23回

14

6：00  

●グラントワチャン

　ネル 9月号

13

6：00 

●隠岐★ドキ！ 
　あまチャンネル 
　vol.18 
7：00 
●ちょい旅きぶん 
　8月号

12

10 ・15・20～

吉賀野外音楽フェス

ティバル2017

ダイジェスト

11

6 ：00 

●ニュースサンネット

10

6 ：00  
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座 
　9月号 
7：00 
●出雲のほそ道 
　9月号

18

6 ：00 

●ニュースサンネット

17

 

平日　8：30～17：15 

（土・日・祝はお休みです） 

 

緊急連絡先 

セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

ケーブルセンター窓口受付時間今月のオススメ番組

特

999

再

まちかどメッセージ募集中！

再

6 ：00  

●NHKエンタープ

　ライズ制作番組

212019

再

6 ：00 

●ニュースサンネット

2322

再

特

2524

再

再

再

26 27

再

再

再

3029

6：00 

●ますますおいしい 

　9月放送分 

7：00

●うらうらとゆく 

　第23回

28

再

再

ライフネット生命の創業者であり、還暦ベンチャー起業家としても有名な

「出口 治明」さんが海士町に初来島！

縦横無尽の愉快な出口節は一見の価値あり！講演とQ＆Aコーナーの様子

をお届けします!

生保業界の風雲児・出口治明氏隠岐で語る！

再

2017
サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送  ●…3Hごとに放送      …再放送　　…特別番組再 特

※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

録画機能付きＳＴＢ受付中 !

詳しくはサンネットにちはらまで！

津和野町議会・吉賀町議会９月定

例会中継録画番組により、一部番

組スケジュールを変更する場合が

あります。


